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おまけ１

 
ちいさな頃から今までずっと 夢からお話を描く上で、
描く予定だったけど没った人物がいろいろいたりします。

そういうものでもあるし、後に何かに変って出たりもする

その派生も、なにやら　ぎじせいめい…

それでは、描かなかったかれらは　どういうｺｺﾛで どうしているかな
せめて、ちいさなとびらをっ

＋童心て、改めて　どんなことかな？

そんなこんなで　ポルタのお話を描きました。

（らすとじゃないらすと　ながらっ＆この”描き手”は私でなく元ゾロイさん ）



おや、夢の奥っこたちから、ごあいさつがあるようです。

 ソマさん「くふん？」 「ごふごふ（前足なめてる）

 ｱﾑｿｰﾙさん「私は変らず夢の研究をしますよ。オウィラは まだまだ。それでは、また…」

 ｴｰﾙｶさん「大空ひゃっは〜っ　あと羽化できまヒた。……あれ、着陸方法 解らナイ」

 ポルタさん「あ、ゾロイさんは僕のかげにｿﾜｿﾜ隠れています。
　　　　　　　　　　　　　２０１４年、アリガトウございます！では、いってきますっ」

 



おまけ２

 
【なぞの９羽ぎじん化絵っ…】
 
ホシレ

シヤナ

ナクニ

ルミナ

サウハ

チトヨ

オロク（この絵ではミドさんと順番が間違っています…ｱﾜﾜっ）
ミ　ド（本文でちょくちょく「ニドさん」になってました。ほあぁごめんなさい！）

ヨブコ

 
９羽の名前の頭やさいごを、あっちから読んだり・こっちから読んだり…
じつは、ちいさな魔法の呪文のように、なっております。

 
なにかｺｺﾛをさっぱり光らせたいときなど、ひっそり発してみよう！

みるひとにより姿の変わる９羽が　いつかどこかで…？
なんつって…



おまけ３

【かれらの象徴？あれこれ】

 
・ソマさんず-海外のドアや門である ノッカー（わっかくわえた獅子さん）やこまいぬさんが、元
イメージ

 
・エールカさん-火の鳥さんで出てきた、永遠の命を繰り返す宿命のヒト（老い、赤ちゃん姿に戻
りのループ）や

　　　　　　　　　ちょこっとティムバートンさんや…ちょっと怖げでお茶目で果てしないかん
じに…したかったっ
 
・アムソールさん-ダイノトピアという美麗恐竜ファンタジー本の、時間管理官？なる鳥型恐竜さ
んに魅せられました。

　　　　　　　　　　　爬虫類さんがた、長い目で見た研究が似合いそうなイメージです。

 
・ポルタさん-ぼつっこが夢生命をもったら＆実はアーキタイプ？など　ごった煮です。
　　　　　　　　選ばなかったものもなにかになっていくし、

　　　　　　　　まるっと大きくふくめて　でっかいすけーるの時間や宇宙で…ふしぎなもんで
すなぁ

 
・ゾロイさん-心にある童心て、こんなかんじかな？と思い描きました。
　　　　　　　　ものすごくわがままなやんちゃっこだけど、エンジンにもカツにも なったり
　　　　　　　　その”子”はじつは、次第にものすごく こどくなのかもしれないと思ったり
 
・イメさん-ずばり、ぺるるさんのイメにつながっています。
　　　　　　不安定な存在だから、じぶんの住処をせつにもとめさまよう、微確認でしかない い
きもの

　　　　　　すりきれながら、ずれながら、不定形にへんかしていく

　　　　　　でも、なんだかよくわからないからこそ　ﾁｮｯﾄかわいかったりすると　ひとつポイ

ントがっ

 
・数え手さん-多分、今もなにか数えています。かれはラクシャさんの忠実な部下さんです。
　　　　　　　　　数字や式がｺｺﾛをもったら　とふうっと思いつつ描きました。

　　　　　　　　　ラクシャさんだけは本当の名を知っていて、労う時などにそっちで呼んだり

して

　　　　　　　　　数え手さんの意欲倍増！な記述労働めいつ…なんつってドリームっ



 
　　　　　　



奥付

にちにちポルタ④

http://p.booklog.jp/book/92699

著者 : 謡犬　ユネ
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ポルタも４／４です。

漂うワカメのようなお話ゆえ、ここまでお読みくださりアリガトウございます！

 
２０１４・１２月の空想話onこたつも、

２０１５・１月からの「ラタルニア」も、ふんばりますだ。

それでは、またこんどっ！

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/92699

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/92699
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